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はじめに
前十字靭帯（以下ACL）再建時に見られる遺残靭帯には多く
のメカノレセプターが存在することや、遺残靭帯が移植腱へ
の血管新生や細胞増殖に対して促進的な役割を担っている
可能性が示唆されている。　われわれは、ACL再建時に遺残
靭帯が残存し、さらに大腿骨側と連続性を残している症例に
おいて、半腱様筋腱または薄筋腱を用いた一束再建術を
行っているので紹介する。

手術手技の紹介

関節鏡視：ACL再建術に先立ち鏡視を行い、遺残靭帯の形
態について評価。遺残靭帯が大腿骨側と連続性を残し血行
が十分にある症例を本法の適応としている。 *図1

図1： 遺残靭帯(Remnant）は前内側線維束
　　(AMB)であり且つ大腿骨との連続性を残
　　している。
　　後外側線維束（PLB）の損傷と診断。

顆間の郭清：遺残靭帯をできる限り温存するために、前内側
ポータルよりラスパ(小)、鋭匙鉗子(小)、鋭匙などを用いて
大腿骨外側壁面(Lateral wall)を丁寧に郭清し大腿骨側骨
孔の位置を決定する。 *図2

図2： 大腿骨外側壁面(Lateral wall)を丁寧に
　　  郭清し大腿骨骨孔の位置を決定。

移植腱の作製：半腱様筋腱を採取。5重折りとし、両端にテ
ロス人工靭帯(大腿骨側幅3.0㎜×450㎜、脛骨側幅2.5㎜×
500㎜）をつけて移植腱を作製する。*図3

図3：移植腱の作製。半腱様筋腱を5重折り
　　  とし、両端にテロス人工靭帯使用。

骨孔の作製：膝深屈曲位にて前内側ポータルより2.4㎜ 穴
開きK-ワイヤーを大腿骨側骨孔位置へ刺入。脛骨側は脛骨
ガイドを用い、遺残靭帯中央に向けガイドワイヤーを刺入。
術中レントゲン撮影にて大腿骨側および脛骨側ガイドワイ
ヤーの位置を確認した後、移植腱直径に合わせ大腿骨側骨
孔をドリリング。大腿骨側骨孔の深さは10㎜とし、直径
4.5㎜ドリルで大腿骨外側骨皮質までオーバードリル。脛骨
側骨孔は遺残靭帯を傷つけないよう移植腱直径に合わせて
ドリリング。
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移植腱の誘導・固定：移植腱が遺残靭帯の後外側を通るよ
うに誘導糸を通した後、移植靭帯を脛骨側から大腿骨ソ
ケットへ誘導。*図4 A, B, C

図4：遺残靭帯温存ACL再建術   
A 移植腱が遺残靭帯の後外側を通るよう
   に誘導糸を大腿骨ソケットから脛骨
    側トンネルへ誘導
B 移植腱を脛骨側から大腿骨側へと誘導
C 移植腱は遺残靭帯に覆われている
(R：遺残靭帯、G：移植腱、S：誘導糸) 

大腿骨側をテロスボタン、脛骨側をテロスステープルで
Double staplingにて固定。
後療法：術後、装具は用いず、可及的に可動域訓練および
荷重歩行を開始。約3ヶ月でジョギング許可、4カ月でス
ピードトレーニング、アジリティー運動開始。6か月以降
より徐々に元の競技動作への復帰を許可する。

■ 考察
近年、ACL部分損傷における補強術(Augmentation)の報告
が散見される。
われわれは、遺残靭帯が大腿骨側と連続性を残し、血行が
十分にある症例に対して、遺残靭帯を温存し半腱様筋腱を
移植腱として用いたACL再建術の術後成績について検討
を行っている。
遺残靭帯を残すことにより移植腱が初期から残存滑膜に覆
われることが、その成熟や同側のみならず、反対側脚にお
ける関節機能の維持・回復に対しても、何らかのアドバン
テージとして働いていると推察している。
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